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１ 葉いもち感染好適条件の出現状況
中山間地域を中心に、７月４日から５日にかけて感染好適条件（●印）が出現しまし

たが、東海地方では７月８日頃に梅雨明けしたため、その後、感染好適条件は出現しま
せんでした（表）。

２ 発生状況
７月上旬の巡回調査（157ほ場）では、発生ほ場率2.6％（前年1.3％、平年11.1％）、

発病株率0.25％（前年0.04％、平年1.16％）と平年よりやや少ない発生状況です。

３ 今後の見込み
週間天気予報によれば、向こう一週間（７月17日～23日）は、湿った気流の影響で雲

が広がりやすく、期間のはじめは雨の降る所があると予測されています。
降雨は感染成立の要因の一つですが、気温も重要な要因です。梅雨明け後、平均気温

25℃以上の高温が続いているため、この状況が続けば、葉いもちの感染は成立しにくく
なると判断できます。

葉いもちの発生がやや少ないため、早期栽培での穂いもちの発生は少ないと予測しま
す。ただし、常発地では発生に留意してください。

表 水稲いもち発生予測システムによる葉いもち感染好適日の推定結果
（７月１日～７月１５日）
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7/ 1 － － － － － － － － － －

7/ 2 － － － － － － － － － －

7/ 3 ３ － － ３ ３ ３ － ３ ３ ３

7/ 4 ４ ２ － ● ４ ● １ ６ ９ ５

7/ 5 ５ ７ １ ● ● ● － ５ ● ●

7/ 6 － － － － － － － － － －

7/ 7 ９ － － － － － － － － －

7/ 8 － － － － － － － － － ●

7/ 9 － － － － － － － － － －

7/10 － － － － － － － － － －

7/11 － － － － － － － － － －

7/12 － － － － － － － － － －

7/13 － － － － － － － － － －

7/14 － － － ② － － － － － ４

7/15 ４ － － － ４ ４ － １ ３ ４

●：好適条件（湿潤時間が長く気温も適当で、いもち病発生の好適条件が現れた）

④：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、湿潤時間中の平均気温が比較的低く、

その平均気温に必要な湿潤時間より短い）

③：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、湿潤時間中の平均気温が

15℃～25℃の範囲外）

②：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、前５日間の平均気温が25℃以上）

①：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、前５日間の平均気温が20℃未満）

数値：湿潤時間が10時間未満である湿潤時間数

－：好適条件なし（いもち病発生の好適条件が現れなかった）


